
  

 

 

 

 

成長につながる貴重な経験 

                           校長  藤村 信之 
 

今年の運動会は、春に移行したことで、秋よりも気候がさわ

やかで、子どもたちも思いっきり練習に取り組むことができ、

ご家族や地域の方々に頑張っている姿を見てもらおうと、全力

で走ったり体全体を使って表現したり、一生懸命に練習をして

きました。 

子どもたちの主体的な取組もたくさん見られ、例えば、応援

合戦の練習では、６年生の応援係の子どもたちが振り付けや歌

詞を考え、朝の時間を利用して各学年を回って分かりやすく教

えたり、昼休みには応援係が集まって自分たちの振り付けの練

習をしたりしていました。 

また、新しい学年がスタートして学級や学年の集団を形成していく中で、運動会の練習

を通して仲間と協力して活動に取り組む経験や規律ある集団行動を意識することができ、

学級や学年を越えて、学校全体の一体感の芽生えにもつなげることができたのではと思っ

ています。 

その思いが、子どもたちが考えたスローガン、「チーム団結！心を一つに 限界突破！」

に込められていたのではと感じています。 

実際に、短距離走では全力で走る子どもたちを見て、各テントから自然と応援合戦が始

まったり、また、低・中・高学年の表現では、楽しそうに踊る姿や力強い演技、息のそろ

ったキビキビとした美しさを見て、「かわいい！」「かっこいい！」「わー、きれい！」など

の声や拍手が自然と湧き上がったりしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちにとっては勝敗がとても気になるところですが、運動会は勝っても負けても

成長のために学べることがたくさんあると思っています。また、たくさんの声援を受けな

がら走った経験やみんなと息を合わせて踊りきった表現など、 勝敗を超えたところにも子

どもたちの成長につながる貴重な経験があったと思います。 

そして、子どもたちの本気で取り組む姿は見ている人に感動を与え、この柳井のまちは

こんなにも元気があるんだと、希望を感じさせてくれました。 

保護者の皆様や地域の皆様には、最後まで温かいご声援をありがとうございました。そ

して、当日の運営や片付けなど様々な面でもご協力いただき、本当にありがとうございま

した。  

はつらつ柳井っ子 
令和８年６月１日 

全校児童数４８９人 

柳井市立柳井小学校 学校だより 

★「子どもが輝く学校」をめざしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月 水泳（高学年 アクアヒルやない） 

3 水 全校朝礼 

4 木 内科検診 

5 金 避難訓練（不審者対応） 

8 月 歯科検診（1・2・6年） 

水泳（中学年 アクアヒルやない） 

9 火 なぎの日 

10 水 地区別児童会 

11 木 歯科検診（3・4・5年） 

12 金 給食試食会（1年生保護者対象） 

5年社会見学 

15 月 水泳（低学年・ひなた アクアヒルやない） 

16 火 代表委員会 

20 土 参観日・緊急引き渡し訓練 

22 月 振替休業日 

26 金 学校運営協議会 

29 月 水泳（高学年 アクアヒルやない） 

6 月 水泳（中学年 アクアヒルやない） 

14 火 個人懇談会① 

15 水 個人懇談会② 

16 木 個人懇談会③ 

17 金 終業式（給食あり ４校時授業） 

主な 

【綿から糸へ、そして柳井縞へ】 
 

 ３年生が柳井縞の会の皆様をゲストティーチャー

としてお招きし、総合的な学習の時間で柳井縞の学

習に取り組んでいます。 

 種から綿を栽培し、それを糸にして最終的に柳井

縞に仕上げていく過程を学習していきますが、この

日は、発芽した綿の種の植え方を教えていただき、

一つひとつ丁寧に花壇に植えていきました。 

 そして、綿の育て方やその綿を使って糸にしてい

くこと。さらに、その糸で柳井縞を織っていくこと

を分かりやすく教えていただきました。 

 最近では、人工の染料が豊富なため、柳井縞の色

もいろいろな種類ができるというお話もしていただ

きました。また、子どもの時期に柳井縞のことを学

ぶことで、大人になって、ふるさと柳井の歴史や伝

統を見つめ直すきっかけになれば、とおっしゃって

いました。 

【安全パトロール連絡協議会】 
 

 先日開催した安全パトロール連絡協

議会に柳井駅前交番の方もご参加いた

だき、子どもたちの安全な登下校等につ

いてご指導をいただきました。 

 特に自転車の乗り方については、横断

歩道を渡るときには、自転車から降りて

自転車を押して渡るなど、安全に気をつ

けてほしいと 

お話しされて 

いました。 


